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超電導専門メーカーとしての役割
当社は，NMR装置，MRI装置などで用いられる静磁場発生超電導
マグネットの設計および製造を中心に事業をスタートさせ，その中
で液体ヘリウムなどの寒剤を一切使用しない無冷媒型超電導マグ
ネットを業界で先駆けて開発し，市場に供給して参りました．当社
はこれまでに累計で3,000台以上の超電導マグネットを，多種多様
な用途に応じてカスタマイズし，納入してきた経験があります．
これらの経験を活かして，トカマク型およびヘリカル型などの核
融合炉に必須のジャイロトロン装置用超電導マグネットを，国内・
海外を含めてこれまでに100台近くの納入実績を有しております．
近い将来，核融合炉研究が商用化のステージに突入するにあたり，更に高磁場で，コンパクトで，耐久性の
高い超電導マグネットが求められるでしょう．当社においては，将来の核融合研究の更なる向上に並走でき
るよう，更なる技術力向上に取り組んで参ります．

ITER/TF コイルおよび CS コイル用の Nb3Sn 素線を供給
超電導専門メーカーとしての当社のもう一つの強みは，北
九州市の工場において自社設計および自社設備で超電導線
材を製造できるところです．主にMRI装置などの超電動マ
グネットで使用されるNbTi線材の製造をはじめとし，10テ
スラ以上の高磁場超電導マグネットで使用されるNb3Sn線
材の製造は当社が得意とする技術です．
核融合分野においては，この技術を活かしてITERにTFコイルおよびCSコイル用Nb3Sn素線を全体で約
550tonのうち，約100tonを当社が供給いたしました．
プロジェクトの参入にあたっては，2003年にITER用Nb3Sn素線の開発に着手し，まずはTFコイル用
Nb3Sn素線の要求仕様を満たすための試作を繰り返し，約5年の研究開発を経て供給メーカーとして認定さ
れました．その後，CSコイル用Nb3Sn素線の開発もスタートさせ，供給メーカーとして認められたことに
より，ITERプロジェクトの計画通りに2015年までに当社担当分のNb3Sn素線を完納いたしました．
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